白峰三山

３峰の白い山

北岳は、白峰三山（Three White-Topped Mountains）と総称される一連の山々の最北にあります（北は「north」を意味します）。その南にある、この3峰の残りの2峰は、間ノ岳 (文字通りin-between mountain) と農鳥岳 (farm-bird mountain) です。北岳（3,193m）と間ノ岳（3,190m）は日本で2番目と3番目に高い山で、農鳥岳も3,000メートルを超える高さです。

農鳥山の名前は、春の雪解け後も東側の山腹に残る鳥の形をした雪の溜まりに由来します。伝統的に、その出現は、農家にとってその年の稲作の植え付けを始める合図と見なされてきました。

間ノ岳には、標高の高いところに円形劇場のような窪みが2つあり、東側山腹の窪みは細沢カール、北東側の窪みは北沢カールと呼ばれます。山頂がとても広いことから、元の山頂が崩壊する前は、この山の高さは現在より数十メートル高かったと考えられています。

広河原から始まり奈良田で終わる白峰三山全体のルートは、頑張れば2日間、ゆっくりと進めば3日間で踏破できます。
